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研究成果の概要（和文）：近代教育思想の認識論的枠組みを検討するために、能力や潜在性と

いった概念の近代的把握に再考を迫り、表層的・断片的な知の理解とも認識の神秘化とも異な
る「ホリスティックな知」の意義を明らかにすることを試みた。その際、（1）ユダヤ思想、（2）
世紀転換期の「科学と神秘」思想、（3）近現代の様相論という 3 つの思想史の軸を定め、それ
ぞれの軸において「現実‐潜在」関係をめぐる思想の再構成と分析をおこなった。 

 

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to clarify the significance of the 

Holistic knowledge which is neither superficial-fragmentary recognition nor cognitive 

mystification. This research also tried to reconsider an epistemological framework in 

modern educational thought through reflecting on the modern way of conceptualization of 

‘ability’ and ‘potentiality’. For these purposes, we reconstructed and analyzed the thoughts 

on the relation between ‘actuality and potentiality’ in (1) Jewish thought, (2) ‘scientific and 

mystic’ thought at the turn of the 19th Century, and (3) modern thought of modality. 

 

研究分野： 社会科学 

 

科研費の分科・細目：教育学・教育学 

 

キーワード： 教育思想、ホリスティック、ユダヤ思想、世紀転換期、神秘主義、京都学派、ゲ

シュタルト、潜勢力 

 

１．研究開始当初の背景 

(1)近代教育学の主要概念としての「現実と潜
在」： 

近代教育学において、「現実」と「潜在」
は鍵概念であり続けてきた。たとえば、子ど
もの「現実」に即して教育は行われるべきだ
といわれ、それゆえにこそ教育学の英知はそ
の「現実」の解明に向けられてきた。また教
育学は、子どもの「潜在力」を見抜き、その
「潜在性」への働きかけを教育者に必須の能
力として規定し、潜在的能力の開発とそれを
可能にする教育技術の精緻化に心血を注い
できた。したがって、発達・成長・生成・変
容など人間の変化・変容を語る教育言説・教
育理論は、「潜在から現実へ」という現実化
のプロセスを語り、理論化しようとするもの
だと解することもできよう。 

 

(2)科学化・汎用化・精緻化の追求がもたらし
た帰結： 

 ところで、19 世紀以降の学校教育システム
の発展と教育技術の精緻化の過程のなかで、
子どもの「現実」を正確に理解し「潜在力」
を見極める教師の力量を科学的・合理的に方
法化し、それを一般化可能なものとして定式
化し、一定期間中に学習可能なものとしてカ
リキュラム化する努力がなされてきた。しか
しその努力ゆえに、逆説的にもそこでは「可
視的なもの」「方法論化可能なもの」「操作可
能なもの」のみが取り扱われ、「不可視なも
の」「術理的なもの」「偶然的なもの」はしだ
いに排除されていった。 

 

(3)近代教育学の陥穽：｢科学か神秘か｣という
二極分解へ： 

こうして、「現実」や「潜在」に関する「知」
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が実証科学的に説明可能なもの、エヴィデン
ス・ベースドなもののみに限定され、そこか
らはみ出るものはたんなる「信仰」のごとき
ものとされていった。つまり、一方で「潜在」
はたんなる実証科学的知の超越論的前提と
して無批判に前提されるだけであり、他方で、
実証できない「潜在」を見抜きつつそこへ働
きかける大人・教師の「眼力」は、不可思議
で名人芸的な「神秘性」として語られるとい
う、「科学と神秘」や「知と信仰」の二極化
が生じた。それにともなって、とりわけ「潜
在性」の貶下と掘り崩しが進行し、同時に「現
実」理解も皮相なものへ陥っている。さらに
また、「見えないものをいかに見るか」「形な
きものの形をいかにとらえるか」という、「現
実‐潜在」関係に密接にかかわる問いは、重
要であるにもかかわらず十分に検討されて
いないという状況がある。 

 

(4)ホリスティックな知の可能性：｢現実‐潜
在｣関係の別様のあり方の探究のために： 

 このような状況を打開する方策を見出す
ことは容易ではないが、現在とは別様の「現
実‐潜在」関係の可能性を思想史的に掘り起
こす作業がひとつのヒントを提供してくれ
るはずである。近代化のなかで「現実‐潜在」
の分断化を生んだ諸要因を思想史的に把握
すると同時に、「見えないもの」や「形なき
ものの形」を損なわずに全体論的に把握する
作法、人間をトータルかつホリスティックに
理解するような知の伝統の掘り起こしが求
められている。 

 

２．研究の目的 

以上のような状況を受けて、本研究は、近
代の人間理解や近代教育学における「科学と
神秘」「知と信仰」の二極分解や「現実」と
「潜在」の皮相的・道具的理解によって失わ
れた知の伝統を再発見し、「ホリスティック
な知」を組み込んだ新たな教育学と生の全体
性に基づく人間理解の創成へつなげてゆく
ことを目的とする。その際、「現実‐潜在」
関係という観点から教育学の認識論的枠組
みを再構成することで、能力や潜在性といっ
た教育概念に対する近代的把握に再考を迫
り、表層的・断片的な知の理解とも認識の神
秘化とも異なる「ホリスティックな知」の構
造の解明に寄与することを狙いとする。その
ために、本研究は思想史的アプローチによっ
て次の 3 つの軸を設定する。 

 

（1）近代のユダヤ思想・哲学のアクチュア
リティを測定する。 

「見えないものをいかに見るか」「形なきも
のの形をいかにとらえるか」という問いは、
とりわけ偶像崇拝を禁ずるユダヤ思想の伝
統において彫琢されてきた。『我と汝』など

でホリスティックな知のあり方を論じた
Martin Buber、言語やイメージのアレゴリー
的認識の可能性を論じた Walter Benjamin、
観念にはそのままで「現われないもの」とし
ての他者という思想から西洋近代を批判し
た Emmanuel Levinas らの思想を比較検討
しつつ、その可能性の中心を論じる。 

 

（2）世紀転換期の多様な思潮の動向を追い
「科学と神秘」の分断／統合の道筋を把握す
る。 

上述の人々が生きて活躍した「世紀転換
期」（ウィーン／ベルリン／パリ）は論理実
証主義、現象学、精神分析、ゲシュタルト心
理学など史上まれにみる特異な思潮を生み
出した。それらを「科学と神秘」をめぐる知
の転換期と見立て、実証科学と神秘主義とい
う相反する二つの運動がともに流行した状
況の思想的基層を再検討する。 

 

（3）「様相論」の思想史的系譜を辿り、理論
的布置を作る。 

スピノザ、カント、ブーバー、九鬼周造、
ドゥルーズ、アガンベンらの議論を様相論の
観点から読解し、近代から現代思想における
「現実と潜在」をめぐる論理的布置を描くべ
く整理する。 

 

３．研究の方法 

本研究は、「現実‐潜在」関係という視角
から近代教育学を再検討するというテーマ
設定のもとで、（1）ユダヤ思想、（2）世紀転
換期の「科学と神秘」思想、（3）様相論の思
想的系譜という 3 つの研究対象の軸を作り、
思想史的手法によって研究する。それぞれの
軸と、具体的な検討事項を以下に列挙する。 
 
(1)ユダヤ思想の軸： 
マルティン・ブーバーの対話哲学に見られ

る「現実化」概念の思想解釈、および全体的
でホリスティックな認識に関する理論的検
討。ベンヤミンのアレゴリー的思考の解釈・
検討。象徴形式（カッシーラー）や図像学（ヴ
ァールブルク）ら同時代思想との関連性の分
析。レヴィナスの無限概念とその知解可能性
に関する思想の検討。 
 

(2)世紀転換期思想の軸： 
神秘主義の思想的検討。オカルト・密儀信

仰・神秘主義の流行現象の歴史分析。ゲシュ
タルト心理学、ウィーン芸術史学派、マッハ
感覚論のインパクトの思想史的調査。ゲーテ
再評価の文脈と形態学的思想の分析。 
 

(3)様相論の思想的系譜の軸： 
九鬼周造の偶然性・潜在性の思想とスピノ

ザ、カントの思想関連を分析。ドゥルーズに



 

 

おける潜在性概念の分析。アガンベンの潜勢
力の思想の現代的意義の分析。 
 
４．研究成果 

2010年度は、(1)「ユダヤ思想」と(2)「世
紀転換期の思想」に重点を置いて研究を遂行
した。(1)については、ブーバーの Dialogの
哲学を取り上げ、その「現実化」概念、「潜
勢力」の思想に着目しながら、全体的でホリ
スティックな認識の分析にあてた。併せて、
ドゥルーズやアガンベンなど現代思想にお
ける「潜勢力」の思想に関する文献の読解を
進め、「現実-潜在」思想の現代的展開を追う
ことに努めた。また、ドイツ・ブーバー学会
（ヘッペンハイム）に参加し、ブーバー研究
の国際的動向を把握することができた。さら
に、レヴィナス『困難な自由』をめぐる国際
学術会議（トールーズ）に参加することで、
レヴィナス哲学における「顕れるものと顕れ
えぬもの」をめぐる思想の今日的到達点を測
定し、かつ国際的論議の動向をリサーチする
ことができた。 (2)に関しては、世紀転換期
の精密科学や実験心理学の興隆のさなかに
ゲシュタルト心理学が登場してくる背景を
探りながら、反‐要素還元主義の認識理論の
系譜を追うべく文献調査を行った。さらに、
(1)と(2)の総合的研究視座として、ブーバー
の聖書解釈の思想におけるゲシュタルト的
認識の重要性を発見し、「宗教と科学」の両
者をつらぬく大きな思潮としてゲシュタル
ト的な「全体」の把握という課題がどのよう
に理解され、また展開したかを明らかにした。
萌芽的成果の一部を、同志社大学一神教学際
研究センター主催シンポジウム、京都ユダヤ
思想学会、教育思想史学会などで発表した。 

2011年度は、（1）に関してはフランス・パ
リで開催されたレヴィナス『全体性と無限』
刊行 50 周年記念国際学術会議に参加し、レ
ヴィナス研究の動向をリサーチするととも
に、関連研究文献・資料の収集をおこなった。
また同様の趣旨のもと、ストラスブール大学
の G・ベンスーサン教授を招聘して講演会「レ
ヴィナスの作品におけるナアセー・ヴェニシ
ュマー」と共同討議（合田正人氏・杉村靖彦
氏・西山達也氏）をおこない、さらにレヴィ
ナス『全体性と無限』刊行 50 周年記念シン
ポジウム「レヴィナス哲学とユダヤ思想」（京
都ユダヤ思想学会）を本科研と共同で開催し、
70名を超える参加者を得て、ユダヤ思想の観
点からレヴィナスに切り込む多様なパース
ペクティヴの在りようについて議論をする
ことができた。（2）に関しては、世紀転換期
の思想が京都学派においてどのように受容
され、どのような展開を見せていたかという
視点を導入することで、（2）世紀転換期の「科
学と神秘」思想の同時代的展開と（3）様相
論的思想の視点を交叉させつつ研究するこ

とができた。とりわけ、ブーバーとベンヤミ
ンの対立をメシアニズムの時間、神秘主義、
弁証法という観点から考究すべく、西田幾多
郎と彼への批判言説という同時代的現象を
参照軸として分析した。西田など京都学派の
思想における「形なきものの形」の諸相を微
細に読み解くとともに、ブーバーにおけるゲ
シュタルト認識への強い問題関心、特有の弁
証法的契機、「境界のラディカリズム」とい
う思想原理をある程度明らかにすることが
できた。いずれも、成果の一端を京都ユダヤ
思想学会、西田哲学会ほかで公表した。 
2012年度は、（1）に関してはイスラエル・

ヘブライ大学で開催された国際シンポジウ
ム 「 Interpretations of Traditions: 
Maimonides, Spinoza, Buber, Levinas and 
the After」にてブーバーに関する研究発表
をおこない、イスラエルのユダヤ学研究者と
討議および意見交換をするとともにイスラ
エル国立図書館にて資料・文献調査をした。
また、ドイツのヘッペンハイムのブーバー学
会およびハイデルベルク・ユダヤ学大学にて
開催された国際会議「50 Jahre Martin Buber 
Bibel」へ参加し、ブーバー聖書翻訳に関す
る最新の研究動向を調査できた。いずれの会
議でも国際専門学術誌への寄稿を依頼され
るなど、今後の研究の進展に向けて足がかり
を得ることができた。また、レヴィナスやベ
ンヤミンに関する文献読解もあわせておこ
なった。（2）に関しては引き続き関連文献を
分析し、その成果の一端を教育思想史学会の
コロキアムに反映させた。（3）に関しては京
都学派、およびアガンベンの読解を通じて考
察を進めた。さらに、「現実‐潜在」関係を
めぐる知の現代的展開、およびその教育思想
的文脈における意義に関しては、教育哲学会
でのコロキアムや国際会議において、ここま
で得られた知見の一端を発表し、討議の場で
批判的検討を行うことができた。 
2013年度も引き続き3つの軸それぞれにつ

いての研究を進めた。また、アガンベン『思
考の潜勢力』をはじめとする潜勢力の思想を
研究対象に据えたが、これは上記 3つの研究
軸をつなぐ重要な蝶番となった。イスラエル
国立図書館およびヘブライ大学ブーバー文
庫、ベルリン・フンボルト大学図書館グリ
ム・センター、カッセル大学文書館などにお
いてユダヤ学関連文献、世紀転換期思想関連
文献の調査および国際的研究動向の把握に
努めた。特に、ブーバー文庫およびカッセル
大学でのブーバー＝ローゼンツヴァイク聖
書翻訳成立過程に関連する書簡や文書を調
査できたことは、本研究期間終了後の研究の
継続にとって有意義なものとなった。これら
の研究成果の一端を、教育思想史学会でのコ
ロキウム、京都大学での京都学派をめぐる国
際シンポジウム、教育哲学会のシンポジウム、



 

 

同志社大学・明治大学の共催シンポジウム、
およびイスラエル・ヘブライ大学における国
際コロックなどで発表した。また特筆すべき
成果として、ドイツにおいてブーバー＝ロー
ゼンツヴァイク訳聖書完成 50 周年を記念し
て出版された著作(共著)に、本研究の成果に
よる寄稿論文が収録された。 
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